
最
高
気
温
35
度
以
上
の
猛
暑
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

7
月
22
日
に
全
国
で
今
夏
最
高
の
39
・

4
度
を
記
録
し
た
岐
阜
県
多
治
見
市
を

は
じ
め
特
に
暑
か
っ
た
の
が
埼
玉
県
熊

谷
市
、
練
馬
区
は
37
・
6
度
な
ど
。
足

立
区
は
区
役
所

の
南
館
屋
上
で

39
・
6
度
を
記

録
し
ま
し
た
。

（
ア
メ
ダ
ス
測

定
で
は
34
度
）

日
本
列
島
周

辺
の
偏
西
風
の
蛇
行
や
海
水
温
の
上
昇

な
ど
の
自
然
現
象
に
加
え
、
都
市
開
発

の
ゆ
が
み
が
気
温
上
昇
に
拍
車
を
か
け

て
ま
す
。

各
地
で
熱
中
症
の
被
害
が
相
次
ぎ
マ

ス
コ
ミ
で
も
報
道
し
て
い
る
よ
う
に
亡

く
な
っ
た
方
も
す
で
に
１

０
０
人
近
く
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。

足
立
区
の
衛
生
部
・
健

康
推
進
課
や
民
医
連
の
月

刊
誌
な
ど
で
熱
中
症
対
策

を
調
べ
て
み
る
と
、
熱
中

症
は
、
か
つ
て
は
製
鉄
所

の
溶
鉱
炉
な
ど
高
温
の
中

で
作
業
す
る
人
た
ち
の
特

有
の
も
の
で
し
た
が
、
最

近
の
熱
中
症
の
被
害
者
は
、

炎
天
下
、
屋
外
で
の
農
作

業
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
る

人
や
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て

い
る
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、

屋
外
よ
り
は
涼
し
い
と
見

ら
れ
る
室
内
で
も
、
窓
を

締
め
切
り
換
気
を
行
わ
な

け
れ
ば
気
温
は
上
昇
し
熱

中
症
に
な
る
場
合
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

熱
中
症
の
発
生
は
、
そ

の
日
の
体
調
が
大
き
く
影

響
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
日
酔
い
な
ど
脱
水
状
態
で
寝
不
足
、

食
事
抜
き
な
ど
で
作
業
す
る
な
ど
は
禁

物
で
す
。
休
息
が
取
れ
る
環
境
づ
く
り

も
重
要
で
す
。
熱
中
症
の
発
生
を
根
本

か
ら
改
善
す
る
に
は
、
温
暖
化
対
策
や

都
市
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
な
ど

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
高
齢

者
や
子
ど
も
た
ち
を
熱
中
症
か
ら
守
る

た
め
、
政
治
も
責
任
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

積
極
的
に
水
分
補
強
を

●
就
寝
前
、
起
床
時
、
入
浴
前
後
に

コ
ッ
プ
一
杯
（
約
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
）
の
水
分
を
補
給
す
る
。

●
日
中
は
コ
ッ
プ
半
分
程
度
の
水
分

を
、
定
期
的
に
（
１
時
間
に
１
回
程
度
）

補
給
す
る
。

●
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、
水

分
補
給
を
心
が
け
る
。

熱
中
症
は
適
切
な
知
識
と
対
処
で
防

げ
ま
す
。
経
済
的
困
窮
者
、
介
護
の
必

要
な
方
な
ど
へ
の
国
や
自
治
体
の
積
極

的
な
取
り
組
み
が
望
ま
れ
ま
す
。
地
域

の
見
守
り
活
動
も
必
要
で
す
。
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http://www5.famille.ne.jp/~k-itou/index.html

自宅 足立区花畑6-20-1 電話3859-6952

足立区役所 電話3880－5111（内線4650～4654）

日本共産党区議団 直通3880－5770

区民アンケートの質問にお答えします

区議団に寄せられた区民アンケートには「日本共産党の名前を変えたらいい」

「名前が悪い」「いつまでも同じ名前でいいのか」など意見があります。

■いま「資本主義の限界か」と言われほど、６秒に１人、世界で５歳未満の子ど

もたちが餓死する。投機マネーの暴走で原油や穀物の価格が高騰する。産業革命

以来、先進資本主義国の経済活動がつくりだした地球温暖化がすすむ。『企業が

もうかれば、あとは野となれ山となれ』と…『利潤第一主義』が資本主義の本性

です。

貧困と格差が広がる時代に日本共産党は、だからすぐに「社会主義に」などと

考えていません。日本共産党は、まず民主的な政府をつくり人類はやがては、資

本主義の矛盾を乗り越えた未来社会にすすむときが来ると展望しています。

私たちがめざす社会は自由と民主主義を大事にして国民主権、普通選挙、複数

政党制、資本主義時代につくられた価値ある成果は、さらに豊かに発展するよう

にする、未来社会への理想をかかげて活動するのが日本共産党の名前です。未来

社会を展望したものです。かつて旧ソ連などが、人間を抑圧し、外国を支配下に

おくような体制は、社会主義ではなく全く無縁なものです。ご理解ください。

毎日、猛暑がつづくなか気分だけでも涼しげに！ 写真は長野県上高地
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６
月
中
旬
か
ら
都
内
の
複
数
の
清
掃
工
場
に
多

量
の
水
銀
を
含
ん
だ
ご
み
が
持
ち
込
ま
れ
、
焼
却

に
よ
る
有
害
ガ
ス
の
発
生
で
焼
却
炉
が
相
次
い
で

停
止
す
る
と
い
う
事
態
が
起
き
ま
し
た
。

健
康
被
害
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
京

２
３
区
の
ご
み
処
理
の
能
力
の
１
割
が
ス
ト
ッ
プ

し
、
ご
み
の
滞
留
量
は
危
険
レ
ベ
ル
と
さ
れ
る
９

万
ト
ン
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

東
京
２
３
区
一
部
清
掃
事
務
組
合
は
、
事
業
者

が
不
正
に
有
害
ご
み
を
排
出
し
た
可
能
性
が
あ
り
、

廃
棄
物
処
理
法
違
反
（
不
法
投
棄
）
の
疑
い
で
、

開
始
長
に
刑
事
告
発
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
足
立
清
掃
工
場
２
号
炉
で
は
、
排
ガ
ス
中
の

水
銀
濃
度
が
自
主
基
準
の
１
立
方
㍍
当
た
り
０
・

０
５
を
超
え
た
た
め
運
転
を
停
止
し
、
期
間
が
長

く
復
旧
は
９
月
上
旬
と
な
っ
て
い
ま
す
。

専
門
家
に
よ
る
と
「
原
因
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら

れ
る
が
、
い
っ
た
ん
混
入
す
れ
ば
水
銀
が
排
出
さ

れ
た
原
因
は
わ
か
り
に
く
く
、
清
掃
工
場
と
い
う

ご
み
排
出
の
対
策
に
は
限
界
が
あ
る
。
重
金
属
を

含
む
製
品
の
廃
棄
方
法
な
ど
対
策
も
検
討
し
て
い

く
べ
き
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
こ
と
か
ら
問
題
は
、
大
気
汚
染
に
関
す

る
水
銀
濃
度
の
法
的
規
制
が
な
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
ん
で
も
燃
や
し
て
し
ま
え
ば
い

い
と
い
う
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
燃
や
す
延
命
策

に
も
批
判
が
高
ま

り
、
そ
の
や
り
方

が
改
め
て
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

西保木間の足立清掃工場

区公園整備課から「花畑北部２号公園計

画基本プラン」が示され、７月２２日には鷲

宿会館で地元説明会が行われました。

この公園は花畑北部区画整理事業の中

で公園が作られる計画があったもので、区は

地元要望を受けて計画基本を示したもので

す。盆踊りができる公園、幼児が遊べる複合

遊具など計画されています。

広さは１７８３㎡です。


